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研究協力のお願い 
 

昭和大学歯科病院内科クリニックでは、下記の学術研究を行います。研究目的や

研究方法は以下の通りです。この掲示などによるお知らせの後、臨床情報の研究使

用を許可しない旨のご連絡がない場合においては、ご同意をいただいたものとして

実施されます。皆様方におかれましては研究の趣旨をご理解いただき、本研究への

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

この研究への参加を希望されない場合、また、研究に関するご質問は問い合わせ

先へ電話等にてご連絡ください。 

 

房室結節の上方伸展に関する研究 

 

１．研究の対象および研究対象期間 

西暦 1985年 1月から 2005年 12月までに昭和大学病院で剖検(病理解剖)された方。 

 

 

２．研究目的・方法 

房室結節の compact node部からの伸展部位は房室結節回帰性頻拍症の原因になることが示されている。

しかし下方伸展に対して上方伸展の存在は明らかにされていない。西暦 1985年 1月から 2005年 12月ま

えに各種心疾患に対して作成した刺激伝導系連続切片標本のうち、房室伝導障害のない症例に対して、

房室結節の上方進展の有無を検討する。房室結節の下方進展については 1997年に報告済みである。 

研究期間 

医学部人を対象とする研究等に関する倫理委員会承認後半年間 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

過去に作成されたヒト剖検心に対する房室結節周囲の連続切片標本。剖検台帳より死因と心重量を用い

る。 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及

び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承い

ただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さ

んに不利益が生じることはありません。 
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